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第８回八代地域審議会発言要旨 
 

委 員 事 務 局 

平成２０年度八代地域の主な事業について 

畳表は以前もこういう補助があったが、衰退の原因は、生産者

が作って損をするということ。そして張替えをする業者が一番儲

かっている。張替え賃が高いから補助をしても、何にも消費者の

受益にならない。 
だから張替えをする業者にも指導をしてもらいたい。５００円

補助しても、張替え業者の値段が高くなって、少しも恩恵に預か

れないのが消費者であり、何のための補助事業なのかという不満

がある。 

所管課のほうに意見としてお伝えする。具体的な張替えの助成

の内容については、これから担当課のほうでチラシや広報でお知

らせしながら進めていくと思う。 
 

重点プロジェクトの第５番目に「安全安心なまち」とあるが、

郡築・昭和・金剛は八代干拓地で、海岸堤防がある。海岸堤防が

決壊をした場合、海水がかなり浸水する。 
過去に昭和が決壊した事例があり、現場を見ているが、家の軒

下まで満潮時には海水が来るので、現在の避難場所の公民館や学

校等では避難場所にはならない。 
郡築が避難となると、海岸堤防が一番想定をされる訳だが、そ

のとき避難する場所等は行政でどういう対応をされるのか。 

ハザードマップは、県と国の調査を基にどこまで水害が及ぶか

ということを地図に落とす作業をやっている。全世帯へ配るの

で、水害時にどこに避難するのかを地図で示すことが大事。水害

のレベルによって、計算しながら避難場所を地図に載せていくが

机上論なので、作った後に各校区を回り、地元から意見を聞こう

と考えている。図面上の水位と、実際はどうかということを尋ね

ていく。洪水と高潮が重なった場合などいろいろな事を加味しな

いと実際のものにはならないので、今年中にそれを進めていこう

と考えているので、その際にはいろいろなご意見をいただきた

い。 
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委 員 事 務 局 

ニュースや新聞で見たが、い草は集中力を高めるので、子供の

育成にはとてもいいということだった。子供を育てる上におい

て、畳の効果がいろいろ言われているので、公の場所に畳を置く

ような場所があるのであれば、積極的に取り入れると子供の育成

にとてもいいのではないかと思うので、そういうことも考えてい

ただきたい。 

 

妙見祭や花火大会など大きな行事があるときに、前後に何か企

画を作って、流れを作るほうがいいのではないか。特に花火大会

は集客も多いが、その場所だけで終わり、商店街や夜の街は空い

ている。花火をメインにするなら、その前後にお客が来るものを

商店街と行政が一緒に考えないといけない。メイン＋αで繋げて

いくと街全体も潤うと思う。見て回って、帰りに日奈久の箸をプ

レゼントといった簡単なことでいい。来年もまた友達を誘って行

こうと言われるような流れをメインの中に組み入れていかない

といけない。 
妙見祭の場合も宮地だけが賑わうのだが、商店街はがらんとし

ている。それは商店街も努力がいるが、前後に何か企画をやって

みて、反省があれば基にして、次のステップにすればいいと思う。 
ひな祭りも６年目。マンネリ化しないように他も視察して、八

代らしさを出すためにおかみさん会でも勉強会をしている。行政

も勉強していると思うが、それが結果に出なければまだ勉強が必

要。そして、まちづくりのためには、よそも見ないと本当の八代

のいい所というのは見えてこない。女性部の研修に対しても行政

のも協力して欲しいし、周りの皆さんも協力してほしい。 
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委 員 事 務 局 

花火が目的なのか、花火による宿泊増が目的で花火は一つの手

段なのか、いつも協議する。妙見祭の場合も全く同じ。妙見祭が

メインでお上りが終われば、妙見祭はもう終わりなのか。八代市

内に前の日に泊まる、当日泊まるといった何かのイベントを打た

ないと妙見祭は廃れるだけ。 
日本一の花火と言うけれど、実際に秋田の大曲に行ったら、う

ちの花火は赤ちゃん。というのは、八代の花火は八代地区のスポ

ンサーだが、秋田の大曲の花火は東北全県６県のスポンサーが付

く。だから打上げ花火１発にしても、全然違う。 
目的が何なのかをしっかりしないといけない。くま川祭りにし

てもそれによって、祭りのときにこの店は売上が落ちたとか、下

がったとか、そこまでした後のくま川祭りならいいが、時期が来

たから音楽かけて踊りました、それで終わりということなら意味

がない。今、財政難と会議に出るたびに言うのなら、財政難を克

服するためには何をしたらいいかをちゃんとしないといけない。 
日奈久の開湯６００年のために、そこに人が泊まった時に、魚

釣りをするにしても泊まった人は船から、泊まらない人は陸から

釣らせるといったことをしないと、実際来ないと思う。大曲では

場所代を払わないとトイレもできない。そこまで差をつけても、

あそこは超満員。泊まるのが目的なのか、日奈久に来てもらうの

が目的なのか、花火に来てもらうのが目的なのか、花火に来て八

代に泊まってもらうのが目的なのか、花火が一つの手段というな

ら分かる。 
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 ３年前から日奈久で足湯を作ろうと基金を集めて、今、１５０

万円くらい集めているが、この前、日奈久の説明会の時に行政か

ら説明をしてもらったが、新温泉センター内に足湯ができると。

では同友会が集めたお金はどうするかということで、歴代代表幹

事を全部集めて会議をするが、どっちに転ぶか。そのなかで、私

たちが泉源から３号線まで引っぱってくるのだが、引っぱってく

る湯管が途中で破裂か何かして、だからもうお湯が届かないと言

われた。届けることが不可能と言われたが、何か聞いているか。 
 この前の説明会で、３階建てと出ました。我々のイメージとし

ては、日奈久は６００年だから６００年前の温泉のイメージ、１

階建ての素朴な感じと思っていたら、設計図は３階建てだった。

だから、３階建ての上から日奈久の旅館街を見たら、公共施設が

一番良くて、民間の施設は貧弱だったという感想が出るという意

見が大分出ていた。 
日奈久の湯管も耐用年数がきているみたいだが、温泉センター

を解体したことによって湯管が潰れたのか、それとももう寿命が

来たから潰れたのか、まだ答えが出ていないみたいだ。 

まだ聞いていません。商政が聞いているかどうかは分かりませ

んが。 
 

日奈久温泉センター施設整備事業とあるが、日奈久温泉街の熱

意が全く伝わってこない。どれだけ重要視しても、日奈久の街自

体ががんばってもらわないといけない。その指導も、市のほうで

やってもらいたい。 
 

行政としては、今、日奈久に集中して投資をしようとしている。

合併して５年間の計画を作り、日奈久の活性化検討委員会で民間

の方も入れて、いろいろな議論をしながら作り上げた計画だが、

それでやろうとしている。確かに、かなりな投資もする予定。た

だ、行政は投資するが、例えば温泉センターも出来るし、公園も
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委 員 事 務 局 

日奈久は足の引っ張り合い。 
抜け出すことをせず、井の中の蛙。 

同友会が日奈久をどうにかしたいというのは、議員も、市の計

画を見ても、「日奈久温泉はいい、これを観光に」と書いてあり、

こういったことを書かなければ我々も追及しない。各議員全部が

日奈久をどうにかしなければと言う。「日奈久で何回、飲み会し

たか」と聞くと、「してない」と言う。うちの中では、みんな、

日奈久はいい温泉だというけれども、「年に何回ご飯食べに行っ

たか」と聞けば、「美味しくない」と言う。「何が美味しくなかっ

たか、いつ行ったか、何の時期に行ったか」と尋ねれば、答えは

ない。      
私は日奈久が好きだから、昔から日奈久日奈久と言う。「あな

たのおかげで、日奈久に何年も振り回された」ともこの前言われ

た。やっぱり、サッカー大会にしてもバドミントンにしても、日

奈久に優先的に泊める。毎年、日奈久にサッカー大会は何百、バ

ドミントンも何百泊めて、今度またバドミントンを増やして、日

奈久に泊めたいと計画している。 

全国大会だから３千名来る。八代では泊まりきれず、熊本まで

行かなければいけない。小学校の全国大会もまた来るし、サッカ

ー、柔道、バドミントンもある。それだけ人間は来ている。しか

し、それに対応するだけのものがない。子供の宿泊する部屋に冷

蔵庫もない。そういったいろいろな批判もある。 

出来上がるし、道路も整備する。それを活用するのは地元の方々

で、これをどう活用していただけるかが今からだと思う。行政も

今、民間と一緒になって、協議会を毎月毎月、勉強会をしている。

民間は、自分たちは何をするべきかということをずっと議論して

いただいている。開湯６００年がもうすぐ来るが、具体的なもの

がまだ見えないというのが本音のところだと思っている。ただ、

このまま手を拱いているというわけにはいかず、行政は行政とし

て一所懸命に民間の方々と協力しながら、ハード事業は大体決ま

ったので、今度はソフト面に力を入れて行かなければいけないと

思っている。予算を投入するのではなく、お金を使わない形で、

今からは考えていかなければいけない。委員からも言われたよう

に、日奈久だけで完結するのではなくて、それと五家荘をどう繋

ぐかといったことも知恵を出しながら、今からはいかないといけ

ない。日奈久にお客が来たから、そこで終わりとはならないよう

に考えなければいけないし、商工部門が担当するが、商工だけで

完結する話でもなく、一緒になってやろうとしているので、その

辺はご理解いただきたい。行政はなかなか言い難い部分もありの

で、ぜひ民間のなかでも、どんどん意見を上げていってほしい 
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公民館にもＡＥＤを設置してほしいと、いつか市長にお願いし

ようと思っていた。学校に設置されるとあるが、学校のみか。 
２０年度の予定で、市内全小学校３４校に設置するというこ

と。 

それは児童だけを対象にしたＡＥＤなのか。 
住民の使用や土日も場合の対応がどうなるのか。今、ＡＥＤの

利用度、人命を救う頻度が高くなったと全国的に言われている。

だから、学校の児童生徒だけが対象なのか、住民もいる、公民館

にもいるなどいろいろ思った。基本的には児童生徒を対象とした

ＡＥＤなのか、住民ももちろん使えるのでしょうけど、設置場所

などはどうなのか。 
公民館であれば、夜間は主事が１０時くらいまでおりますから

利用の頻度も高くなると思う。あってはならないことなので、Ａ

ＥＤを使うこと自体がなければいいが。 

担当部署でないため、はっきりしたことは申し上げられない

が、今年の予算としては小学校への設置ということ。今後、いろ

いろな公共施設に設置していかなければいけないが、小学校に付

けるということは、決して小学生だけが対象ということではな

い。しかし、設置場所によって、土日など休みの時に学校に入れ

ないということがあり、どうしても平日の児童対象になってしま

うため、その辺は検討すべきことではあると思う。 
ただ、これに載せているのは、あくまでも今年の予算事業の一

部のため、どのような計画になっているかは承知していない。 

校区でそういう話が出たら、いくらするのか分からないけれど

も、校区で買ってみたらどうか。 
 

支所の組織再編について 

旧郡部からは苦情は出なかったか。抵抗があるのではないか。 
 

充分説明させていただき、ご理解をいただいた。充分な理解を

得られている。 
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去年、合併のヒアリングで県から「合併で何が良くなったか」

と聞かれた。県が「合併」って言ったのに、合併したら「良くな

ったことはありますか」なんて質問がおかしい。 
その時に郡部から、「昔は道路が穴空いたら、役場に電話した

らその日に修理してくれた。今は支所に電話しても、本庁伺いし

ますから何日か掛かる」という意見も出ていた。 

 

いつも説明で「人間を削減します」と言うが、公務員は削減で

きないじゃないか。言葉を「新規採用を抑えて、退職勧告を促し

ます」としないとおかしい。なぜ「減らす」という言葉を使うの

か。例えば、「入ってくる人を何割かカットして、早期退職者を

促します」という言い方にされたほうがいいのではないか。 
 行財政改革の会議で、簡単に「削減します」と使われていまし

た。市民としては、ある程度、優秀な人を入れてもらわないと、

穴の空いた時期は誰が保証するのかという問題もある。その辺も

併せて、説明の仕方を考えてほしい。 

分かりました。 

我々が陳情しても、「財政的に厳しい」という答えが返って来

たら、もうおもしろくない。「厳しいけれども、どうにかして皆

さんの意見に対応できるようにします」といったことがないと、

会議そのものの意味がなくなる。 

 

特定検診・特定保健指導について 

７４歳までが特定検診を受けなければいけない訳か。７５歳以

上はどうするのか。 
７５歳以上の方は、後期高齢者医療制度のなかで行われること

になり、そちらでの申込みとなる。八代市で委託を受けて、検診

は同じ形で実施する。 
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病院でしょっちゅうこういう検診をやっている人もしなけれ

ばいけないのか。 
７５歳以上の方は受けられなくてもいいということになって

いる。 

年金から健康保険料を引くということだが、３人家族で、２人

が７５歳以上で、娘が１人のとき、今度の保険料はこの１人の娘

にかかってくるのか。名前が変わるのか。 

世帯主さん名義にかかるが、２人の世帯割分の３２，０００円

分は引かれて、国保税がかかる形になる。 

特定検診の申込みが４割とあったが、一般市民として、市報に

入ってきたチラシを見まして、とても分かりづらい、理解しにく

い。多分、高齢者の方も、理解するのは難しかったのではないか

と思う。それが４割という申込みにしかならない原因じゃないか

と思う。受診される方々に理解できるように、チラシの作り方と

か案内の作り方とか工夫していただければよかったかなと思う。

ぜひ今度からはお願いしたい。そこがあっての４割だと思う。 

勉強して、できる限りチラシの作り方を工夫したい。高齢者の

方には市報に織り込んでいたのですが、４割の回収というのはダ

イレクトメールで行っている。今まで健康増進課で行っていたも

のを、国保で行い、検診はまた別という、とても分かりにくい状

況になっている。本当に住民の方には混乱を招いており、電話な

どでもかなり問い合わせが来ている。今後のやり方、チラシの作

り方などは勉強してまいりたい。 
社会保険の場合はどうなるのか。診断の時に、これも併せてす

るという形なのか。 
年に１回の検診のときに、また項目が増えるということか。 

社会保険のほうについてもそうなる。 
腹囲については、増えるということにしてあると思う。 

 


